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【戦評】

栃木県クラブバスケットボール連盟

その後も「はじめまして」は＃１４中島が３Ｐを含む８得点。対してALSOKはインサイド・アウトサイド

記載者 新村　雅司

両方で得点を重ね、残り２分４点差をつける。「はじめまして」はCTOを取り流れを引き戻そうとするが
点差を縮めることが出来ない。６３－５７ALSOK６点リードで３Ｑを終了。
４Ｑ　４Ｑは両者持ち味を生かし得点を重ね点差は変わらず。残り３分にALSOK＃５高橋の３Ｐで
１０点差をつける。「はじめまして」後半２回目のCTO。その後もALSOKは＃４黒澤のフリースローで
リードを広げる。
結局、８１－６５でALSOKが各個人の得点力の高さを生かし、優勝の栄冠を勝ち取った。

＃５高橋のシュートで５点差をつけ残り２分で「はじめまして」が前半２回目のCTO。その後点差は
縮まらず４４－３７ALSOK７点リードで前半終了。
３Ｑ　後半も両者マンツーマンディフェンス。「はじめまして」は＃５中島のレイアップ・＃１７成川の
速攻で点差を縮め＃１４中島のインサイドプレーで残り６分に逆転、たまらずALSOKはCTO。

２４－１４でALSOKの１０点リードで１Ｑを終了。
２Ｑ　２ＱもALSOKは＃１１平田を起点とする多彩な攻撃を続けるが、「はじめまして」は＃１２守屋の
連続３Ｐを含む８得点等で反撃し４点差に詰め寄る。残り５分ALSOKはCTO取るが「はじめまして」
は＃１４中島のブロックショットから流れをつかみ同点とする。しかしALSOKも＃１１平田の３Ｐ・

ALSOKは＃１２中尾のレイアップ、＃４黒澤のリバウンドシュート、＃５高橋のジャンプシュート更に
＃４黒澤の３Ｐで序盤９－０とリード、「はじめまして」も＃１４中島のシュートで反撃するも差は縮まら
ず残り４分で「はじめまして」がＣＴＯを取る。その後「はじめまして」＃１２守屋の連続ポイントが
あったが、ALSOKは＃４黒澤・＃１１平田の連続３Ｐなどで確実に加点する。
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１Ｑ　両チーム共ハーフコートマンツーマンディフェンスで始まる。

合    計 81 7 25 10 14 合    計 65 7

Aｺｰﾁ 　喜多川亮平 Aｺｰﾁ 　
ｺｰﾁ 　鈴木　靖行 ｺｰﾁ 　岡西　優子
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　鳥　　和成
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　関　　通孝 0 　樋口　竜太
　中尾　太一 9 3 3 　守屋　卓哉 18 4
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　平田　剛久 17 3 3 2 3 　林　　卓司

1
　中田　　学 6 3 2 　宮下　健二 7

3 1　新内　健太 11 5 1 4 　森下　貴之
　堀口　剛史 0 　岡部　　嗣 0

0　鈴木　靖行 2 1 　山下　　潤

2
　田下　聡一 0 　西村　友晴 0

7 2 3　高橋　直人 18 2 6 2 　中島　英文

反則

　黒澤　浩一 18 2 4 4 3 　田谷　　茂 0
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